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血適蘇曲8出勤曲且雌・兎且軸f由由宣f由d軸du呵W出払申巨細．甜触増血由i由．租岳  

・哨七重樹舶軸融¢軸嘩拉緋御伽舶埠抽d守u理由触F職一嘩御軸感運用時嘩弾両軸掛軸  

如画伽甲血叩沌相即如如・嘩呵呵如中和牒師鱒持呵dw由申年叩dri□鮎鮎Idw姐地色・  

晦軒軸．鹿亜SCロー拙u転炉軒由仁‡乱But触Ⅰ腐蝕W由細地軋他見由塵鱈再轍rp亡海蝕痩  

瑚楓地軸輸軸嫡f泄吐年輪軸y出町無地二間軸殖馳・印画画軋毎劫叩咽郡軸  
・加l融通晩年卓出妙申師姐w肝0帥in随血丘d由誠血帥昏睡肺軸血細山血塩山＝崩能  

餉働蝿抽強壷軸餉l・1．血組曲潮d船脚他職ー由揉賠照軸』叩粒・・・・蝕摘喘蜘観相胞睡咄拍朗 

軸垂嘩叫卿町御津疎密一触坪野軸博昭軸如郎軸匝亜l卸鱒印画碑画軸即叩岬・靡  
億f拙衰敵地払Ⅲ髄r≦臆蓋鈍感坤亡出鮎由．1融伝車齢由由句地軸OF痛由紀6血出i血泊i良曲坤‡協  

頓挫嘲師他郷軸i丘ー嘩申帆   

軸臓岳：Ⅵ咤虔睦，荘也亡y出色，亡亜紀亡バpモn亡e触卓柑耶餉，中古t吐血鹿如ぬ軋虻朋鮎出血  

軸珊瑚酢蛸拇印射卿嘲軋毎勒軒卸押印軸軸卿町甜御地鴨缶醐両軸画軸  

軸Ⅲれi相加¶．  

缶など昭鱒桓藷由毎払て豪華向けに塾産・坂元書払喪コ←華十赴科畦，強敵軒再転酌噛  

軸卵弼・簡磨万比1モ論嘩l】■∴撮軒であ剋ヨ「鑑三哀感嶺風習海瀬嘩晩酌t車勝野琴華背高  

各彗貴報売捌三溝畳に排出草触るコーーヒ干油量卦確＝侶GG：苺酢酸仁臓6両軸亜¢宥葡義  

和照法牒隠と和ぎ怨も．た＃脚中座由鹿七ら租でも1軋軽輩，一．輔車隆轟・蓄廟蔓義勝七と竜  

臣堆嘩弛L守音律零時称とす呑な監蕃たな行載梱ら摘も由軌朱筆膝革鱒野師など鞋L  

で処理著軒背い乱   

亭h＝ヒ一遍酎卦り，構成・暗拝・砂地など卑五穀棄軽て変化時し宅l伯叔構馳寮轟せ  

品薄．ヒ，都府唇音掛＝よっで資隼草九う軋このた鵡モ8垂榊揖缶き・掛丑葛篭は可能菅郵軋  

責鮭までに■もいくっ赦酔帥恭茹抽∃J．当研先妻でもと学才ケ咽憲替蓉可掛こむ尭．   

生かむ奄が島．薦筆勢軒冬草斡を奉書せ垂る垂ど奉賛墟革由争乱る塾の軋ヒ奉タケ麟硝軸正  

茫√古屋亡踪など府樹形野抑靖脚ま鳩賂畢眞に過ぎない．L史郎ウ甘載聯了掻鋤簾借地鞄処都塵   
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も考える必要がある．またSCG利用ヒラタケ親培町繹帝性を追及するためには．副文入を得る  

ことも重要である．   

近年．行き過ぎた化早島貿への反省や白熱回帰の風潮から有積載培が進屑Lて点り，優秀な甫  

構質肥帯の潜在需要は大きい．陪培地はSCG以外に，米ぬかや大豆かすなど草体でも見落な有  

樟密肥斜になりうる素材を含み．Lかも肩掛二よって適度に分解きれている．そのため施肥操に，  

土壌中で腐敗や発酵する心配が少ないなど由利点があると考えた．そこで．この籠培‾地が肥料と  

Lて利用できるかどうかを．トマトおよぴキュウリの底地栽培に用いて嗣ぺたので報告する．  

案 誤方 法  

1▲材 料  

11果菜の品種トマト 咄昭桝冊血相打軸血潮剖Mtl．Jは覇力鮮光2号，キュウリ  

【C〟Ⅲ潤血∫ロf血げt．）は面色帯環5号を閂いた．いずれも柱式貴社サカタ旬ウタネ・H許蔭市†の市  

販品昏で、10［両極ポリポット雷の形態で昧入Lた．  

望〕肥稗 億円した肥許はト当研東電でヒラタケ・＝叫蔚川野血＝相川如肌げ〔acq．：FL〕Kum融を  

強増し、捉碓L終わりたコーヒー抑出かす幅CGl培地（以後．層培地とい：‖．親常夏向削二  

販売きれているパーク堆肥（JAかわにLJの2種であり，このほかに土壌pHの調整用に石灰  

春用Vlた．   

俸培地はSCGの他に．楽曲か．大豆かす．聯殻を含んでいる tT甜別貞1＝．この靡培地は菌糸  

にようて培地何程子がつづり告ねきれて丁ロック耽に間まっている．そこで肥料とLて惜酎する  

前に．揮いて粉状にした一  

丁古blelRedp巳OrSCGm出血m‖舶山元血wbichSCGw亡憎h＝馬1印〕▲  

Sp即l亡口能巳旦和u¶ds  川口  C且】亡iu爪音ul臨Ite  ヱ・5  

D巳加ed旦DVb巳且n na上巳S  」2．5  亡ha肝ofri亡亡  6．25  

Ri亡巳hr且n  J且5  W副er  I：苅  

Cal仁山m亡町hon那亡  1．B  

2．方 法  

1〕岡埠整備と施肥 東洋宜晶研究所付属農堵〔兵庫県川西市）内Ⅵイチゴ栽培圃場の件許鞄に  

王999年。l日22日から26日にかけて．栽培する圃場寺整備Lた．許運領で幅王．2m．長き・35mの軌  

をヰ本立て，寅より且－DとLた．そ九ぞ九1Td当たりに所定昔の肥料（Tヨb始空〕と10□gの  

石灰を散布L．管理筒で鞘垢Lて．士幌と混骨Lた．きらに自動散水用のホースを敵中央に設置  

L．その上からポリマルチ〔JAかわにL）をかけて固定Lた，  

T由l邑至．加鳩山＝止血日加班址指伯山七鮎dlp訂dl．  

RolV丸  U5七d雲匹血I亡0耽亡空相山口鮎旭CG）m亡dilmlkg  

R【hV臥   Us亡d S亡Gm己也Um2kg  

R即VC． Bark・甜mPOS11kE f亡馴Ⅷ巾11）  

RowD．  川口たnit竜王巳rAdd亡d（亡ontTO】21  

2j定植ん収確：5月ユ0日に各畝の北側にキュウリt 南但‖ニトマトの箇喜40亡山間園で軌の中一先  

に各42一朝特売摘Lた．すぐに各市に主柱を且で甫を固定L，生長・に合わせて噸次結束Lた．   
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6月中旬～8別こかけて．果実を収穫L．8日上旬に植碑俸を寮費Lて乗襲を終TLた．  

トマトは大久保ら封再植喝する成熟期tないL完熟期に達Lたものから．キュウリは長きが  

訳妃鳳以上の■ものを席次収穫Lたが．こ九らからほず九た熟度や時期でJ旺種せぎるを碍ない場合も  

あった．収饉Lた果実はできるだけ当日に下元の項目を脚定Lたが．できか、堵普は韓苗犀に保  

存Lて翌日に測定した．  

3〕測定項目 トマトは苗毎に果震の重量と個数を測定Lた．キュウ■りは常毎に果実の重景と個  

数．長さと中央部の直径を脚定Lた．キュウリはきらに正常某，曲がり果t 加工用（重症曲がり  

果）．尻朝川果，尻太り果．くく九果．肩甫ち果．酢異に分類Lで．記録LたTI．  

結果と考察  

1．トマト  

1：卜植物体の生長 倒瀾華長では．舞姫肥匡を含む全実験区で－，節間が詰まって草丈が匿い，本  

葉が非常に大きくて内¶に香春込む．稟晩にアントシアン色素が沈着するなど葉音叩過剰障害と  

考ぇられる症状が見ちれた．こ九らは黒雲の着果と肥大に悼ない．多少改選き九た丁吉た5月10  

日に圏培に甫を定植Lたが，これは近芭地方の露地蓋堵とLて寵時澤を遭Lでおlつ非常に遅い．  

このためもあり．アナラムシなどが非骨に多く発生Lたため薬剤散布で対応Lたが．ウイルス性  

と考えら軋る病勢が多発Lた＿ 病書は異寛にも及び．多数が咤弘前に高菜L．あるいは摘果せぎ  

石を得なかった．  

望）収穫量 密収量は．1軌ほCG寵培地1kg撼〕が54．5kg，由敢（SCG藩培地2鹿届）が  

5l＿3kg．c畝亡パ←ク堆肥■1kg／蛸が51．2kg．ロ軌（垂肥料）か40－3短であった．稿虫害が非  

常に多く．枯死した韓もあり．本数が一定では虻い．ほとんどの株で花房は4段以上ついたが；  

花芽骨化の異常仁葉芽になる〕，病矧二よる真実の着生不良，拓哉などによって．収量は非常に  

低いレベルに止まった．露地栽培での日掛丘61占漂着花，1花房当たり4憫．2－コカ月田収  

穫で4t咄慨であり芦－．草葉放では．】ナ月半．右既着花であるから目標は16－2別臥 2垣となる．  

LかL平均でl花房当たり空惰弱，1＿1烏～1．謂臨席と目標値の6ロー和％程度セあった什8bl巳ヨ〕．  

このため．尭収量では直接昭比較はできない．車肥料匡と施肥Lた3・匡とはや中苦が為るものめ，  

パーク堆配直とSCG嵯培地竺I星の間には明確な貰は見られないイR岳1）  

T白bh≧3 凡ver叩enum如r11「柏m封8丘血tb㊥m亡by亡a血pl甜L  

Aver註genumbcroftonato・NlimtCTOfp】antboref巳W 
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Tomn10is認印mt¶亡mi出・亡ul由V訂■SEN紀ON仇2■byS加a血no【如亡CD．Ltd．   

31平均値の植村 巽崇区ごとに平均などを常山L．黄小者意差（LS別法で検定Lた．1％  

レベルではすべての稟寮匡の 

と撃取科匡の間にかろうじて有意差が検出き九るのみモあった（p…＝0月1ロ娼61．Lかも畢把常匡  

では特に病虫害が廿どく生育状漕が憩いために．培花こそ免れても平均個数四半分以下 亡ヨ憫／  

粍〕Lか某実町つかか－抹も多く，低収量に止まゥている．枯死中帯果町鹿田は直接由には薪害   
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